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スローガンに込めた「想い」

ふくしまから　はじめよう。

ひとりひとりが復興に向けて歩みはじめよう。

そして、ふくしまから、新たな流れを創っていこう。

福島県は、大震災そして原子力災害から

必ず立ち直ります。

福島県の復興は、新たな社会の可能性を

示していくということでもあります。

ふくしまから新たな流れを創っていきたい。

「 ふくしまから　はじめよう。 」は、
そうした、未来への意志を込めたスローガンです。
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不安な日々が続き、なかなか前へ進めない、何も出来ないいら立ちもある。
　それでも、一歩ずつでも、少しずつでも、前へ進みたい。
　　大きな一歩じゃなくてもいいから……。
　　　小さな小さな一歩でもいいから、勇気を出して踏み出そう。
　　　　俺たちには支えてくれる仲間がたくさんいる。
　　　　　共に手を取り合い、今を精いっぱい生きて、すてきな未来を必ずつくるんだ。

やまない雨はない。明けない夜はない。
　平和なときには気づけなかった「本当に大切なもの」。俺にとっては兄弟でした。
　　何があっても守りたかった。あなたにとっては、誰ですか。気付けましたか。
　　　今、気づくことが出来たその気持ちを絶対に、絶対に忘れないでください。 

福島に生まれて、福島で育って、福島で働いて、福島で結婚して、福島で子供を産んで、
　福島で子供を育てて、福島で孫を見て、福島でひ孫を見て、福島で最期を過ごす。
　　それが私の夢なのです。あなたが福島を大好きになれば幸せです。 

不安な日々が続き、なかなか前へ進めない、何も出来ないいら立ちもある。
それでも、一歩ずつでも、少しずつでも、前へ進みたい。
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それが私の夢なのです。あなたが福島を大好きになれば幸せです。 
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「ふくしま総文」総合開会式構成劇「ふくしまからのメッセージ」より

平成23年8月4日　第３５回全国高等学校総合文化祭（ふくしま総文）の総合開会式第３部（會津風雅堂）

　東日本大震災から約５か月後にふくしま総文は開催されました。會津風雅堂で行われた総合開会式第３部
の構成劇「ふくしまからのメッセージ」は、高校生 100人以上の震災や原子力発電所の事故後の経験や思
いをもとに構成されました。メッセージは、会場で観覧された方々だけでなくインターネット等のメディア
で取り上げられたことにより、たくさんの方に見ていただくことができました。そのことにより、多方面か
ら大きな反響をいただきました。

構成劇「ふくしまからのメッセージ」
　　　　　　　　　　　　から一部抜粋
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いをもとに構成されました。メッセージは、会場で観覧された方々だけでなく、インターネット等のメディ
アで取り上げられたことにより、たくさんの方に見ていただくことができました。そのことにより、多方面
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　東日本大震災、福島第一原子力発電所の事故から、5年が経過しました。その間、地域

の状況や児童生徒の発達の段階や実態に応じて、福島県独自の放射線教育を展開してまい

りました。

　福島県教育委員会といたしましては、平成 23 年度から「放射線等に関する指導資料」

を毎年作成して各学校へ配付し、その効果的な活用を促してきました。今年度は、実践協

力校を昨年度の 7校から 9校に増やし、モデル校として授業の公開や実践発表を行うとと

もに、これらの成果を本指導資料にも掲載しております。また、県内の放射線教育の指導

者を一同に集め、文部科学省初等中等教育局主任視学官・清原洋一氏を招聘し、指導者養

成研修会を実施するとともに、県内 7地区において、授業実践の発表、講義、研修会等の

内容を盛り込んだ地区別研究協議会を開催しております。放射線に関する基礎的な知識に

ついての理解を深め、心身ともに健康で安全な生活を送るために、児童生徒が自ら考え、

判断し、行動する力を育成するための支援をするものであります。

　このたび、第 5版の指導資料集を発行する運びとなりましたが、今回の指導資料には、

これまでの内容に加え、福島イノベーション・コースト構想、福島県環境創造センター交

流棟の展示コンテンツ概要、除染土壌などの中間貯蔵施設についても掲載しております。

また、第 1〜 4版との関連性を表示するなど、より使いやすいものとしました。

　各学校におかれてましては、文部科学省の副読本と併せて、授業案や実践報告が盛り込

まれている本指導資料と昨年度作成した、放射線に関する授業の導入で活用する県独自

のDVD教材を効果的に活用し、教育活動の様々な場面で放射線教育を展開していただき、

児童生徒が基礎的な知識についての理解を深め、心身ともに健康で安全な生活を送るため

に、自ら考え、判断し、行動できる力を育んでいただきたいと思います。

　結びに、本書の作成に当たり、多大なご協力、ご指導をいただきました関係各位に対し、

心から感謝申し上げます。

　　　平成 28 年 3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県教育委員会教育長　杉　　昭 重

は じ め に
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自校の年間指導計画の作成にあたって自校の年間指導計画の作成にあたって

各教科等の年間計画の作成に向けて各教科等の年間計画の作成に向けて

平成２7年度 学校教育指導の重点（抄）平成２7年度 学校教育指導の重点（抄）

✓　各教科等との関連性を考慮して
様々な教科の学習とのつながりや、関連をもたせることによって、より大きな効果が期待され
る。教科の関連性や系統性を意識して学習を計画することが大切である。

✓ 大切なこと、重要なことは、複数の教科や学年で何度も繰り返して
学習する機会を確保して
様々な機会をとらえて、繰り返し学習させることが必要である。

✓　教科の特性を活かして
教科の目標やねらいを十分達成しながら、教科の学習内容の関連として、放射線教育を実施す
るよう努める。

□　発達の段階を踏まえた児童生徒の実態把握 
児童生徒の過去の学習内容・経験について実態を把握し、発達の段階にあわせた計画を作成

□　放射線教育の内容と各教科等との関連性の明確化 
各教科等の特質や特性、内容との関係・関連性をしっかりとらえ、より実効性のある学びとなる
ように計画を作成

□　地域性の把握 
地域の実態や実情を教師自らがしっかりと把握

　放射線等の基礎的な性質についての理解を深め、心身とも
に健康で安全な生活を送るために、自ら考え、判断し、行動する
力を育成する。

指  導  の  重  点 努 力 事 項
１　学校や地域の実状及
び児童生徒の実態に応
じた指導計画及び指導
内容を工夫し、実践する。

２　放射線等の基礎的な
性質について身に付け
させ、自ら考え、判断す
る力を育む指導方法を
工夫する。

３　放射線から身を守り、
健康で安全な生活を送
ろうする意欲と態度を
育てる。

⑴　本県における放射線教育の重要性を踏まえ、学校安全計画や学校保健計画及び各教科等
の指導計画に位置付けることや全体計画を作成するなどして、学校全体で組織的、計画的に
取り組む。

⑵　各学年において、学級活動や教科等で時数を確保し、実践する。
⑶　放射線教育の必要性について、家庭や地域及び関係機関との共通理解を図り、具体的で実
効性のある指導を工夫する。

⑴　文部科学省の「放射線副読本」や県教育委員会の「平成26年度放射線等に関する指導資
料（第4版）」等を効果的に活用し、客観的な立場から指導する。

⑵　放射線についてイメージできるように指導方法を工夫する。
⑶　放射線の利用や影響について、科学的な根拠を基に考えたり、判断したりする態度の育成
に努める。中学校卒業時点で、他者に科学的な根拠を基に情報発信できる力を身に付けさせ
るよう努める。

⑴　放射性物質を体に取り込まないようにするための方法や、放射線から身を守る方法を確
実に身に付けさせ、普段から実践できるようにする。

⑵　放射性物質を扱う施設等で事故が起きた場合の放射性物質に対する防護や避難の仕方に
ついて身に付けさせる。
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「放射線教育推進支援事業の概要」
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1

（新）放射線教育推進支援事業 義務教育課

福島県復興計画（第１次） 子－②－３０

第６次福島県総合教育計画

発達段階に応じた放射線教育の推進

放射線等に関する基礎的な知識についての理解を深め、心身ともに健康で安全な生活を送るために、児童・生徒が自ら考え、判
断し、行動する力を育成するための支援を行う。

目 的

◆授業などにおける実験器具の積極的な活用

【遮蔽実験（放射線実験キット）による防御への理解】 【霧箱による放射線の飛跡の観察

◆実践協力校による研究授業の実施 （放射線の可視化）】

◇小・中学校４校（浜通り１校・中通り２校・会津１校）
◇研究授業等の実施、研究授業の参観による実践事例等の県内への普及

◆「放射線等に関する指導資料第３版」の作成と配付
◇冊子資料、CD（データ、写真等）を各学校等へ配布

◇実践協力校の実践事例や、子どもの理解促進につながる指導案例の紹介等

放射線教育推進のための協力校による授業実践等

◆県内７地区（各教育事務所）ごとの研究協議会の開催
◇対象 全小中学校の担当教諭等、私立学校等の希望者も含む
◇回数・開催時期 各１回（８月～１０月）
◇内容 授業実践発表、講義等（指導者養成研修の伝達講習等を含む）

◆放射線教育推進運営協議会 ◇回数・開催時期 ５回（４月～１月）
◇対象 本庁関係課、教育事務所、教育センター
◇内容 各種放射線教育研究協議会の企画・立案、指導資料の作成、

事業の総括

各地区放射線教育研究協議会等

◆県内１か所で指導者養成研修会の開催
◇対象 本庁関係課、教育事務所、教育センター、市町
村等の担当指導主事等）100名

◇開催時期及び場所 ６月（郡山市開催） 1日日程
◇内容 放射線教育等に関する講話・講義（文部科学省

教科調査官・大学教授等の講話を含む）

放射線教育指導者養成

未来の福島県を担う子どもたち
への放射線の影響を、現在及
び将来において最小限に食い
止めることになる。このことが、
安心して福島県において生活し
ていくことにつながっていく。

授業、小学生理科講座などの各
種事業にも使用（より多くの児童
生徒が体験）

◆各学校での放射線教育の取組を、
各学校から保護者等へ情報発信

放射線についての正しい知識を
持ち、自ら考え判断し、行動でき
る力を備えた児童・生徒の育成

放 射 線 教 育 推 進 支 援 事 業 の 見 通 し
平成２５年度～平成２７年度 義務教育課

平成２３年度・平成２４年度

平成２８年度 以降

○放射線の基礎知識に関する発達段階に合わせた指導内容の確立
○中学校理科の指導例の充実
○小・中学校の総合的な学習の時間を活用した実践事例等を提示

○各教科・領域における放射線教育との関連する指導内容の確立
○道徳教育・人権教育等の「心のケア」に関する指導例の充実

○資料等の整備や、内容の最終的な見直しによる最終版の作成

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

放射線等に関する指導資料の作成・配付

放射線教育に関する教員研修の実施

「放射線教育」の必要性
小学校・中学校の学習指導要領では、放射線教

育という学習領域はない。小中学校の学習内容で、
明確に示されているのは、中学校理科（第１分
野）（７）科学技術と人間における放射線の性質
や利用についての部分に限定されている。

福島県においては、平成23年3月の福島第一原子
力発電所の事故により、発電所の外へ放射性物質
が飛散（拡散）するという想定外の事態に至って
いる。そのような状況下で、放射線の影響を最小
限に止めて、県民が健康で安心して生活するため
には、福島県の小学校や中学校において、放射線
の基本的な性質に関して理解し安心して生活して
いくために、新規に「放射線教育」が必要となっ
た。

教員の研修の必要性
「放射線教育」は、従来実施してきた各教科や

道徳・特別活動等の指導とは異なり教科書や指導
書等がない。このことから、福島県教育委員会と
して福島県の実状を踏まえた指導内容や指導資料
の例示をし、各市町村教育委員会や各小・中学校
の指導の指針としてもらうことになった。それら
の内容を各学校の教員に対して指導するためには、
各校の担当教員への研修の機会を設けることが必
要となった。

学力向上・教育課程等の研修会の中で、暫定的
に実施（各校での伝達講習を実施）

指導資料 第３版

指導資料 第４版

指導資料 第５版（印刷資料最終版）

・放射線についての知識理解については、各教科の中で指導する。

・非常災害時等に自らの安全を確保する（被曝する放射線量をできるだけ少なくするための手
立て）については、防災教育の１つの領域として指導する。

指導資料 第５版以降については、修正の必要がある箇所をWebで対応する。

県内の
状況の
変化に
応じた
内容の
改訂等
の対応

・

３年間
の中で
ＰＤＣＡの
サイク
ルを活
かした
改善
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発達段階に応じた放射線教育の推進

放射線等に関する基礎的な知識についての理解を深め、心身ともに健康で安全な生活を送るために、児童・生徒が自ら考え、判
断し、行動する力を育成するための支援を行う。

目 的

◆授業などにおける実験器具の積極的な活用

【遮蔽実験（放射線実験キット）による防御への理解】 【霧箱による放射線の飛跡の観察

◆実践協力校による研究授業の実施 （放射線の可視化）】

◇小・中学校４校（浜通り１校・中通り２校・会津１校）
◇研究授業等の実施、研究授業の参観による実践事例等の県内への普及

◆「放射線等に関する指導資料第３版」の作成と配付
◇冊子資料、CD（データ、写真等）を各学校等へ配布

◇実践協力校の実践事例や、子どもの理解促進につながる指導案例の紹介等

放射線教育推進のための協力校による授業実践等

◆県内７地区（各教育事務所）ごとの研究協議会の開催
◇対象 全小中学校の担当教諭等、私立学校等の希望者も含む
◇回数・開催時期 各１回（８月～１０月）
◇内容 授業実践発表、講義等（指導者養成研修の伝達講習等を含む）

◆放射線教育推進運営協議会 ◇回数・開催時期 ５回（４月～１月）
◇対象 本庁関係課、教育事務所、教育センター
◇内容 各種放射線教育研究協議会の企画・立案、指導資料の作成、

事業の総括

各地区放射線教育研究協議会等

◆県内１か所で指導者養成研修会の開催
◇対象 本庁関係課、教育事務所、教育センター、市町
村等の担当指導主事等）100名

◇開催時期及び場所 ６月（郡山市開催） 1日日程
◇内容 放射線教育等に関する講話・講義（文部科学省

教科調査官・大学教授等の講話を含む）

放射線教育指導者養成

未来の福島県を担う子どもたち
への放射線の影響を、現在及
び将来において最小限に食い
止めることになる。このことが、
安心して福島県において生活し
ていくことにつながっていく。

授業、小学生理科講座などの各
種事業にも使用（より多くの児童
生徒が体験）

◆各学校での放射線教育の取組を、
各学校から保護者等へ情報発信

放射線についての正しい知識を
持ち、自ら考え判断し、行動でき
る力を備えた児童・生徒の育成

放 射 線 教 育 推 進 支 援 事 業 の 見 通 し
平成２５年度～平成２７年度 義務教育課

平成２３年度・平成２４年度

平成２８年度 以降

○放射線の基礎知識に関する発達段階に合わせた指導内容の確立
○中学校理科の指導例の充実
○小・中学校の総合的な学習の時間を活用した実践事例等を提示

○各教科・領域における放射線教育との関連する指導内容の確立
○道徳教育・人権教育等の「心のケア」に関する指導例の充実

○資料等の整備や、内容の最終的な見直しによる最終版の作成
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平成２７年度

放射線等に関する指導資料の作成・配付

放射線教育に関する教員研修の実施

「放射線教育」の必要性
小学校・中学校の学習指導要領では、放射線教

育という学習領域はない。小中学校の学習内容で、
明確に示されているのは、中学校理科（第１分
野）（７）科学技術と人間における放射線の性質
や利用についての部分に限定されている。

福島県においては、平成23年3月の福島第一原子
力発電所の事故により、発電所の外へ放射性物質
が飛散（拡散）するという想定外の事態に至って
いる。そのような状況下で、放射線の影響を最小
限に止めて、県民が健康で安心して生活するため
には、福島県の小学校や中学校において、放射線
の基本的な性質に関して理解し安心して生活して
いくために、新規に「放射線教育」が必要となっ
た。

教員の研修の必要性
「放射線教育」は、従来実施してきた各教科や

道徳・特別活動等の指導とは異なり教科書や指導
書等がない。このことから、福島県教育委員会と
して福島県の実状を踏まえた指導内容や指導資料
の例示をし、各市町村教育委員会や各小・中学校
の指導の指針としてもらうことになった。それら
の内容を各学校の教員に対して指導するためには、
各校の担当教員への研修の機会を設けることが必
要となった。

学力向上・教育課程等の研修会の中で、暫定的
に実施（各校での伝達講習を実施）

指導資料 第３版

指導資料 第４版

指導資料 第５版（印刷資料最終版）

・放射線についての知識理解については、各教科の中で指導する。

・非常災害時等に自らの安全を確保する（被曝する放射線量をできるだけ少なくするための手
立て）については、防災教育の１つの領域として指導する。

指導資料 第５版以降については、修正の必要がある箇所をWebで対応する。

県内の
状況の
変化に
応じた
内容の
改訂等
の対応

・

３年間
の中で
ＰＤＣＡの
サイク
ルを活
かした
改善

「放射線教育推進支援事業の概要」
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放射線教育推進支援事業	
 
福島県復興計画（第１次）　子－②－３０	
  

第６次福島県総合教育計画	
  

　発達段階に応じた放射線教育の推進	
  

　放射線等に関する基礎的な知識についての理解を深め、心身ともに健康で安全な生活を送るために、児童・生徒が自ら考え、判断し、行動す
る力を育成するための支援を行う。	


目　的	
 

	
 
◆授業などにおける実験器具の積極的な活用�

　　  　　　　　　　　　　　　	


�
	

	

	


	

【遮蔽実験（放射線実験キット）による防御への理解】　　　　　　　　	


◆実践協力校による研究授業の実施　　　　　　　　　　　　　	


　◇小・中学校１０校	


　　◇研究授業等の実施、研究授業の参観による実践事例等の県内への普及　　　　　　	


◆「放射線等に関する指導資料第５版」の作成と配付	

　　◇冊子資料を各学校等へ配布	


　　◇実践協力校の実践事例や、子どもの理解促進につながる指導案例の紹介等                    　	

　　　	


放射線教育推進のための協力校による授業実践等　　	


	
  
	
  
◆県内７地区（各教育事務所）ごとの研究協議会の開催	
  
　　◇対象　全小中学校の担当教諭等、私立学校等の希望者も含む	
  
　　◇回数・開催時期　　各１回（８月～１０月）　	
  
　　◇内容　授業実践発表、講義等（指導者養成研修の伝達講習等を含む）　　	
  
◆放射線教育推進運営協議会　　　　　◇回数・開催時期　６回（４月～２月）	
  
　　◇対象　本庁関係課、教育事務所、教育センター、実践協力校、（推進委員）	
  
　　◇内容　各種放射線教育研究協議会の企画・立案、指導資料の作成、	
  
　　　　　　　　事業の総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
	


各地区放射線教育研究協議会等	

	

◆県内１か所で指導者養成研修会の開催　	

　◇対象　　本庁関係課、教育事務所、教育センター、推進委員

等）150名　	

　◇開催時期及び場所　　　６月（郡山市開催）　1日日程	

  ◇内容　　放射線教育等に関する講話・講義　・研究協議等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	


　放射線教育指導者養成　　	


未来の福島県を担う子どもたちへの放射線
の影響を、現在及び将来において最小限に
食い止めることになる。このことが、安心し
て福島県において生活していくことにつな
がっていく。	


授業、小学生理科講座などの	

各種事業にも使用　（より多く	

の児童生徒が体験）	


◆各学校での放射線教育の取組を、各
学校から保護者等へ情報発信	


(授業参観・教養講座等の活用など)	


	

	


放射線についての正しい知識を持ち、自
ら考え判断し、行動できる力を備えた児
童・生徒の育成	


　【霧箱による放射線の飛跡の観察	
 
　　　　　　　（放射線の可視化）】	
 

◆全国の都道府県教委等への資料等
の送付	


義務教育課	
  

公立小中学校の放射線教育の授業の実施率　100％	
 
子どもたちが、食や屋外活動に関しての放射線等の科学的
な理解をすることで、健康で安全な生活に繋がっている。	
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１　未曾有の原子力災害
　平成23年３月11日 14時 46分にＭ９．０の東北地方太平洋沖地震が発生した。その後本県は、
東京電力福島第一・福島第二原子力発電所の冷却機能喪失による、内閣総理大臣の原子力緊急
事態宣言発令（19:03）、住民への避難指示 (21:23) と、想定を大きく超える非常事態に陥った。
翌日の 12 日には、福島第一原子力発電所の１号機が、14 日には３号機、15 日には４号機がた
て続けに水素爆発を起こし、地震や津波の後処理や、行方不明者の捜索も不十分な状況の中で、
多くの住民が避難生活を送ることとなり、学校等においても、児童生徒の安否確認や教育活動
再開等に向けて、未だかつて経験のない道を歩み始めることになったのである。

２　喫緊の課題への取組
（１）日本初の放射線教育指導資料（県版）の作成
　原発事故以来、本県では、子どもたちの健康や生活に対する放射線の影響を、現在及び将来
において最小限に食い止めることが極めて重要な課題となっている。これまでの義務教育では、
放射線に関する教育が十分に実施されていなかった。このため本県も例外ではなく、物理学等
で専門的な教育を受けたごく一部の人々を除き、放射線に関しての知識は皆無といってもよい
状況であった。空間線量率の単位や、放射線、放射性物質、放射能等の基本的な用語の意味で
すら、教育関係者でもほとんど知識を持たない状態からのスタートとなったのである。各学校
では、校舎内や校庭等の空間線量率の測定や、それらに基づいて子どもたちの屋外活動の制限
などを手探りで進めていった。
　そのような中、喫緊の重要な課題解決に向けて、指導の拠り所となる指導資料の早期の作成や、
それらを基にした教員研修の実施に向けての取組がスタートしたのである。「放射線等に関する
指導資料」は、第１版が平成 23 年 11 月に発行され、第２版は平成 24 年８月、第３版は平成
26 年３月、そして第４版が平成 27 年３月発行にそれぞれ作成・配布され、各学校での実践の資
料となっている。
　本資料である「放射線等に関する指導資料〔第５版〕」は、これまで本県で行ってきた「放射
線教育推進支援事業」の集大成として発行するものである。

　県内の学校において、放射線教育が積極的に実施
された中で、放射線の基礎知識等を学習する際に導
入教材が必要であるとの意見が寄せられた。このこ
とから、福島県教育委員会で、教材としてのＤＶＤ
教材の作成・配布も行った。（平成 27 年３月）

子どもたちの未来を拓く本県の放射線教育の歩み、そして未来

【第１版】
平成23年11月

【第２版】
平成24年８月

【第３版】
平成26年３月

【第４版】
平成27年３月

【第５版】
平成28年３月
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（２）　「放射線教育推進支援事業」による放射線教育の推進
　平成 25 年度～ 27 年度は、「放射線教育推進支援事業」の事業として本県の放射線教育の推進
に努めてきた。その結果、県内のすべての公立小中学校において、学級活動などの時間を中心に、
各教科等で実施されている。
ア　協力校による授業実践例の開発
　これまで、小学校９校、中学校７校の計 16 校には、実践協力校として研究的な実践と公開授
業での協議会等を通して、本県の放射線教育を推進していただいた。

イ　研修会の開催
　◦指導者養成の研修会（年１回開催）
　◦地区別の研修会（各学校から担当者が参加、教育事務所毎に年１回開催）
ウ　運営協議会の開催（年６回開催）
　◦放射線教育の方向性等を協議、実践協力校の情報共有、他
エ　研修会や授業実践で使用する教材等の整備
　◦指導資料の作成や学習教材DVDの作成等

３　健康教育、道徳教育、人権教育、防災教育との関連を図った放射線教育
　放射線教育は、各教科等の授
業における指導に加え、朝の会
や帰りの会、ホームルームの時
間等における学級担任からの
指導など、学校や地域の実態を
踏まえ、様々な機会をとらえて
実施することが求められる。
　また、校長のリーダーシップ
のもと、組織的かつ計画的に実
施することが重要である。
　右図は「健康教育」を中核
として、放射線教育に関する
指導内容等が、学校の教育活
動においてどのように関連し
ているかを表したものである。
この図を参考に、各学校にお
いて、健康教育と放射線教育
の関連が図られた取組がなさ
れた。
　さらに、原子力災害を初め、

【平成25年度】４校
◦桑折町立醸芳中学校　◦郡山市立郡山第四中学校　◦下郷村立楢原小学校　◦相馬市立桜丘小学校
【平成26年度】７校
◦桑折町立醸芳中学校　◦郡山市立富田中学校　◦西郷村立西郷第二中学校　◦会津若松市立謹教小学校
◦只見町立朝日小学校　◦相馬市立桜丘小学校　◦いわき市立中央台東小学校
【平成27年度】９校
◦川俣町立川俣南小学校　◦郡山市立富田中学校　◦三春町立三春中学校　◦西郷村立羽太小学校
◦会津若松市立謹教小学校　◦南会津町立舘岩中学校　◦飯舘村立臼石小学校
◦いわき市立小名浜第一小学校　◦いわき市立小名浜第一中学校

― 161 ―

放
射
線
教
育
に
関
す
る

学
習
指
導
案
例
等

Ⅳ

　放射線教育については、各教科等の授業における指導に加え、朝の会や帰りの会、ホームルームの
時間等における学級担任からの指導など、学校や地域の実態を踏まえ、様々な機会を捉えて実施する
ことが求められます。
　また、指導者については、学級担任だけではなく、校長のリーダーシップの下、組織的かつ計画的
に実施することが重要です。
　下の図は、「健康教育」を中核として、放射線教育に関係する指導内容等が、学校の教育活動におい
てどのように関連しているかを表したものです。

学校における健康教育を中心に考えた「放射線等に関する教育」のイメージ図

子どもの日常生活（基本的生活習慣） 震災体験
健康・安全で活力ある生活を送る視点から情報収集

家庭や地域、専門機関と連携した活動

課題の整理・分析・教材化 日常生活の実践化

道　　　　　　　徳

報告・連絡・相談
情報提供・講演、講話等の
実施等・その他の支援協力

主体的な問題解決

個別指導や健康相談等を
含む日常的な問題解決 保健室等

学級活動・ホームルーム活動

朝の会
帰りの会

給食時
弁当時

学校行事

休憩時間

理科、生活、社会、国語、技術・家庭等教　科

特別活動

総合的な学習の時間

その他の様々な学校教育活動

部活動

広報（学校・学年・学級・保健・給食だより等） 掲示等

清掃時

登校時
下校時的確な思考・判断を中核とした

かつ計画的に実施することが重要です。
下の図は、「健康教育」を中核として、放射線教育に関係する指導内容等が、学校の教
育活動においてどのように関連しているかを表したものです。

実践力の育成
正しい知識の習得

関連 関連

ク
ラ
ブ
活
動

児
童
会
活
動
・
生
徒
会
活
動

保健学習

（【戸田芳雄氏～みんなで進める学校での健康つくり（日本学校保健会）より】一部改編）
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様々な災害の現状、原因等についての理解を深め、的確な思考・判断に基づく適切な意思決定
や行動ができるようにすることなどを目的とした防災教育、さらには、喫緊の課題に取り組む
ための道徳教育、人権教育と関連を図った放射線教育を進めていく必要があった。

放射線教育と防災教育・道徳教育との関連図

放射線から
身を守る
実践力を
身につける

放射線等に
ついての
基礎知識を
もつこと

放射線教育に課せられた課題

○　だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場
になって親切にする。

○　日々の生活が人々の支え合いで成り立っているこ
とに感謝し、それにこたえる。

○　生命がかけがえのないものであることを知り、自
他の命を尊重する。

○　自然など人間の力を超えたものに対する畏敬の念
を深める。

○　身近な集団に進んで参加、協力し、自己の役割を自
覚し責任を果たす。

①　自然災害等の現状、原因及び減災等について理
解を深め、現在及び将来に直面する災害に対して、
的確な思考・判断に基づく適切な意思決定や行動
選択ができるようにする。（知識、思考・判断）

②　地震、台風の発生等に伴う危険を理解・予測し、自
らの安全を確保するための行動ができるようにす
るとともに、日常的な備えができるようにする。　　
（危険予測、主体的な行動）

③　自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの
重要性を認識して、学校、家庭及び地域社会の安全
活動に進んで参加・協力し、貢献できる。　　　　　
（社会貢献、支援者の基盤）
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東京電力㈱福島第一原子力発電所の
事故に関連する資料

Ⅰ

持続可能な社会をつくる学校教育での原子力・放射線教育
－科学・技術・社会相互関連を取扱ったアクティブ・ラーニングへの期待－

　東日本大震災後、最も収束に時間がかかるのが、福島第一原子力発電所（以下１Fと記す）の廃炉

に向けての作業であろう。気が遠くなるような工程であるが、人類の叡智をかけて取り組まなくては

ならず、教育界でも扱いを避けられない。広瀬要人前飯舘村教育長の「放射線教育は、原発被災地

だけのローカル教育であってはならない」の言葉通り、日本各地で原発が再稼働され、先端科学技術

として、海外にも提供される中、福島での教訓は広く発信されることを期待する。なぜ、事故が生じた

のか、津波によって何が壊され、放射線が放出されたのか、を基本としながら、科学技術と人間社会

との関係の取扱いが求められる。寺田寅彦は「文明が発達すればするほど自然の暴威による被害は

甚大なものとなる」から、「安政地震の時代には、電気も鉄道もなく幸いであったが、次に起こる安政

地震は全く事情が違う」まで文明の問題とした。1970年代の公害時代、危機的状況が同じ科学技術

によって奇跡的に収束した経験もある。これまで、日本の教育では、社会的に結論が明確なもの、必

ず正解があるものだけを取り扱い、科学は絶対的なものであり、そこに個人の価値観や合意形成が

必要とされる内容はなかった。１F事故は科学教育にとっても一つの転換期である。エネルギーとし

て、現段階では原子力エネルギーを無視できず、科学技術の持つ二面性の取扱いは現代社会の課

題と言える。インフォームドコンセントは科学技術全てに関しており、原子力発電についても専門家

は社会に十分説明し、社会も理解するための努力が必要である。現在、学校教育に期待されている

アクティブ・ラーニングの学びは、これからの日本の課題を解決するために、大人になってからでは遅

く、科学の方法や探究的な取組だけでなく、日常生活や将来、そして社会とどう関連していくかを子

供自身が気付く取組となることを望みたい。１F事故の取扱いは持続可能な社会をつくる日本の教育

の課題そのものである。

滋賀大学 教育学部 教授　藤岡 達也

Column

４　これからの放射線教育の在り方
　児童生徒が自ら考え、判断し、
行動するためには、今後も放射線
等に関する基礎的な内容について
の理解を深めることが重要であ
る。
　しかし、放射線等についての基
礎的な知識を活用して、自ら考え、
判断し、行動する力を育成するた
めには、もっと、児童生徒の身の
回りで行われている復興に向けて
の様々な取組に目を向けることが
大切だと考えている。
　農林水産物の環境放射線モニタ
リング、学校給食モニタリング、
除染作業、甲状腺検査、福島第一
原子力発電所の廃炉に向けた取組
など、児童生徒の身近なところで
は、福島の復興に向けた様々な取
組が行われている。
　これらの取組について目を向ける機会は、各教科等の学習の様々な場面にある。
　例えば、小学校第５学年の総合的な学習の時間において、稲作農家を訪れ、一緒に田植えや
米の収穫等の学習を行うとする。児童が農家の方に、どのような気持ちで稲作をしているのか
を質問すれば、放射線の影響について心配したり、安全性の高い米を栽培したりしていること
を答えてくれるであろう。自分たちが、稲作農家の方と一緒に栽培した米の検査に立ち会うこ
とも可能であろう。自分たちが栽培した米が、どのくらいのスクリーニングレベルで合格にな
るのかを考えることもできる。
　また、三春町に開所する福島県環境創造センターを訪問し、体験的な学習を通して、福島の
環境について学ぶことは自分たちにできることは何かを考える貴重な機会となる。
　このような学習は、児童生徒が実社会や実生活とのかかわりの中から解決したい問題を見出
し、主体的・協動的に学習することになり、さらには放射線教育や食育、健康教育との関連を図っ
たものになっている。
　つまり、これからの本県の放射線教育は、放射線等に関する基礎的な内容についての理解を
深める学習を中心としながらも、各教科等で行う、防災教育、環境教育、食育、健康教育、エ
ネルギー教育、キャリア教育、道徳教育、人権教育等との関連を図りながら推進していくこと
が大切だと考えているのである。
　この学習こそが、学校教育に「外の風」、すなわち変化する社会の動きを取り込んだ、社会と
結び付いた授業となり、これからの人生を前向きに考え、未来に向かって成長しようとする児
童生徒を育成することができると考えているのである。
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